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福島の声を
聞こう vol.43
あれから 12 年が経とうとしています。
2011年3月、避難先から戻った街には人の気配が消えていました。それから少しずつ
息吹が戻ってはきましたが、先が見通せない重い空気の中で、誰もが笑顔を忘れてし
まっていたようでした。ブログで現状を発信しながら、ボランティアで支援に入ってく
れた人たちとも結び合い、街に笑顔を取り戻したい、子どもらが生き生きと遊び、喜び
の声を上げる街にしたいと活動してきました。
あの日から、必死で過ごしてきた12年間でした。公私共に忙しく突っ走ってきたよ

うな毎日でした。地震・津波・原発事故の体験を語ると、それに対して感じることもあ
り、そうした日々の中で折りに触れ短歌を詠んできました。
「この空を分けあいたくてメールするふるさとは今日もいい天気だよ」
  今回のゲストスピーカーは、南相馬市の高橋美加子さんです。美加子さんの活動を、
多くの人に知ってほしいと思います。美加子さんの言葉を、皆さんに聞いていただきたい
です。

ゲストスピーカー：高橋美加子さんプロフィール
福島県原町市（現：南相馬市原町区）で生まれ、3人姉妹の長女として
育つ。短大卒業後、父が創業した「（株）北洋舎クリーニング」に入社、54
歳で代表取締役に就任。2022年に代表取締役を退任し取締役会長に
就任、現在に至る。2011年3月11日の東日本大震災・東電福島第一発
電所事故により、3月15日にいったんは避難したが、店で預かっていた
喪服を引き取りに来る顧客がいるかもしれないと考え、１週間で戻り
店を再開する。以来ずっと現地を離れずに、ブログで市内の状況を発
信していった。この年3月に父を、11月には母を亡くす。同年4月、福

島県中小企業家同友会相双地区会長に就任し、2015年3月までの2期4年間務める。2016年、任意団体
「まなびあい南相馬」を設立し、現在も活動を継続中。2020年に金婚式を迎えた。（1970年に結婚した
夫との間に一男二女を授かり、孫は5人）

日時　　2023年2月5日（日）  午後2時～4時
場所　　セッションハウス・ガーデン（東京都新宿区矢来町158  2F）
参加費　1,500円　申込受付　1月23日（月）午前11時～ 
☎03-3266-0461お名前・人数・お電話をお知らせください。

当日はマスクの着用をお願いいたします。

主催・お問合せ
セッションハウス
企画室
03-3266-0461
mail@session-house.net
https://session-house.net
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開場：午後1:30

これ以前の
お申込みは
ご遠慮下さい


